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 パンジャービー語を表記するために、系統の異なるグルムキー文字（インド系文字）とシャ

ームキー文字（アラビア系文字）という２種類の文字が使われています。 

 パキスタンでパンジャービー語を母語とする人々は８千万人以上いますが、パンジャービー

語は６年生からの選択科目として教えられています。 

 ウルドゥー小説の黄金期ともいえる、１９４０年代から１９７０年代にかけて活躍したウル

ドゥー語作家であるサアーダット・ハサン・マントー （１９１２‐１９５５）、クリシャン・

チャンダル（１９１４‐１９７７）、ラージェンダル・スィング・ベーディー（１９１５‐１９

８４）、アフマド・ナディーム・カースミー（１９１６‐２００６）は皆、パンジャービー語を

母語とする人々でした。 

 こうしたことが起こった、あるいは起きている背景にはどのような事情があるかについて、

お話をしたいと思っています。 

  
 


